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 既設橋梁に落橋防止装置を設置する際，主桁および横桁を地震力に対する耐力確保のため，支点横桁を増し

厚し，横締め PC鋼材で補強する場合が多い．この場合，新たに横締め PC鋼材を配置するため，主桁を削孔

する必要があり，構造的に好ましくないことより，主桁の削孔を必要としない主桁とモルタルを接着剤で接合

し，そのモルタルに落橋防止用ケーブルからの地震力を受 

け持たせる工法を考案した． 

 しかし，接着剤は接合する際の補助材料としての使用が

一般的であり，構造部材としての使用は事例がないため，

本工法で要求される接着剤の要求性能，採用した構造形式

の耐荷力および破壊形態を確認する目的で種々の試験を実

施したため，試験結果を中心に報告するものである． 
１．接着剤の要求性能と試験結果 

本工法で使用する接着剤は，主桁に接着剤を塗布後，配筋，型枠セットを行うため，可使時間の長いポリマ

ーセメント系 1タイプ，エポキシ樹脂系 2タイプの 

計 3タイプの接着剤により，確認試験を実施した． 

ａ）主桁とモルタル一体化のため，付着強度が高いもの． 

供試体を製作し静的な載荷試験を実施した結果， 

ポリマーセメント系接着剤が界面での破壊であるの 

に対して，エポキシ樹脂系接着剤は，接着強度が高く  (a)ポリマーセメント系 (b)エポキシ樹脂系 

母材のせん断破壊であった．                   図-2 破壊形態 

ｂ）永久構造物として使用するため、耐久性があること．    表-1 時間経過による曲げ接着強さ(N/mm2) 

メーカーの野外暴露試験結果を表-1に示す． 
選定した接着剤については，若干の強度低下が見られるが， 

接着剤強度は母材強度以上を有していた．また，文献２）によ 

れば，約 50年間規格値を保持すると予測されている． 

ｃ）屋外の施工であり，湿度の影響を受けるため，多湿状況においても所定の強度を確保できるもの． 

湿度の影響を確認するため，養生温度 30℃，養生日数 3日で試験を実施した結果，湿度 65％に比べ湿度 92％

では，若干の強度低下が見られるが，撥水性の硬化剤の使用および硅砂とモルタルの付着割合が大きいため，

多湿状況でも対応が可能であることが確認できた． 

ｄ）鉛直方向に打継ぐため，塗膜厚が一定で，塗布範囲内の付着強度のバラツキがないこと． 

後述する 1/2モデル試験の供試体を用い鉛直方向のダレを測定した結果，標準塗布量 1.6kg/m2（約 1.6mm厚）

を塗布することにより，ダレが生じても強度に問題がない最小塗膜厚 1.0kg/m2（約 1.0mm 厚）以上の厚みを

確保できることを確認． 
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ｅ）モルタル部形状の検討 

エポキシ樹脂系接着剤は付着強度が高く，主桁に損傷を与えるため（図-2参照）， 

モルタル部形状の検討を行った．モルタル部形状は，図-5に示すように突起を設けた 

形状とし，主桁への影響が少ない突起高さを，3次元ソリッド要素による弾性解析に 

より検討し，主桁に損傷を与える影響が少ない突起形状および鉄筋配置を採用した． 

２．1/2 モデルによる静的載荷試験                       図-3 モルタル部形状 

接着剤選定試験により，主桁とモルタル部の一体性が確認できたが， 

実橋での挙動を確認する目的で，1/2モデルを作成し静的載荷試験を実 

施した．（図-4）静的な載荷試験により，設計荷重 H=1.5･Rd(262kN)に 

対して，接着面の安全は検証で 

きたため，静的載荷による破壊 

荷重と破壊形態の確認を行う目 

的で破壊試験を実施した． 

 ひび割れ発生および破壊パタ 

ーンは，図-5に示すように，モ 

ルタル切り欠き部に沿ってクラ 

ックが進行し，最終的に主桁と 

横桁の境界面での破断となった．   図-5 ひびわれ発生状況図     図-4 静的載荷試験状況図 

 以上の静的破壊試験により，設計荷重の約 2倍の耐力を有し，モルタル形状およびモルタル内の鉄筋配置の

有効性が確認できた． 

３．1/2 モデルによる衝撃載荷試験 

 衝撃試験では，衝撃力による破壊荷重および破壊形態が静的破

壊試験と同様に主桁へ損傷を与えないかを確認する目的で，供試

体 4体を使用し試験を実施し以下の事項が確認できた． 

750kN用試験装置では破壊に至らなかったが，静的載荷試験の

荷重より大きい，片側 600kN の荷重でも破壊されることがなく，

十分な安全性を有することが確認できた． 

1500kN用試験装置の試験では，破壊を目的としていたため，荷

重計が設置できなかったが，想定荷重 1000kN でモルタル切欠き

部に小さなひびわれが発生し，静的破壊試験と同様に主桁に損傷

を及ぼさないことが確認できた．また,この値は，静的破壊荷重の 

約 2倍程度であった．                     写真-1 衝撃試験装置 750KN 用試験装置 

 本工法は，今回初めて採用されたもので，設置場所が桁下という比較的条件の良い所である．今後，同種工

事を実施する場合は，施工条件，環境条件を考慮した検証を行うことが必要であると考える． 
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